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匝瑳市ほか二町環境衛生組合議会 
 

平成２３年９月定例会 

 

１．招 集 の 日 時  平成２３年８月１７日    午前１０時 

２．招 集 の 場 所  匝瑳市ほか二町環境衛生組合 

                     松山清掃工場  ２階  会議室 

３．開会、散会の日時   開  会    平成２３年８月１７日 午前１０時 

散  会    平成２３年８月１７日 午前１１時３５分 

４．出席議員の氏名  議  長    齊藤  隆 

副 議 長  浅野 勝義 

２  番   椎名 義光 

３  番     加瀬 芳廣 

４  番     鈴木 唯夫 

５  番     行木 光一 

６  番     武田 光由 

５．地方自治法第１２１条の規定による出席者 

管 理 者  太田 安規 

副 管 理 者  菅澤 英毅 

会計管理者  林  明敏 

事 務 局 長  小川 秀文 

事務局次長     石橋  清 
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匝 瑳 市 環 境 生 活 課 長    鈴木 康伸 

多 古 町 地 域 振 興 課 長    宇井  栄 

横芝光町環境防災課長  大木 良夫 

６．職務のため議場に出席した事務局職員の氏名 

主 査  柴田 義道 

７．議 事 日 程 

日程第１   開  会 

日程第２ 仮議席の指定 

日程第３   議席の指定 

日程第４ 会期の決定 

日程第５ 会議録署名議員の指名 

日程第６ 議案（第１－４号）の上程 

議案第１号 平成２２年度匝瑳市ほか二町環境衛生組合一般

会計歳入歳出決算認定について 

議案第２号 平成２３年度匝瑳市ほか二町環境衛生組合一般

会計補正予算（第１号）について 

議案第３号 匝瑳市ほか二町環境衛生組合職員の育児休業等

に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 

議案第４号 匝瑳市ほか二町環境衛生組合監査委員の選任に

ついて 
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日程第７ 提案理由の説明 

日程第８ 質  疑 

日程第９ 討  論 

日程第１０  採  決 

日程第１１  閉  会 

８．会議に付した事件 

議案第１号 平成２２年度匝瑳市ほか二町環境衛生組合一般会計歳入歳出

決算認定について 

議案第２号 平成２３年度匝瑳市ほか二町環境衛生組合一般会計補正予算

（第１号）について 

議案第３号 匝瑳市ほか二町環境衛生組合職員の育児休業等に関する条例

の一部を改正する条例の制定について 

議案第４号 匝瑳市ほか二町環境衛生組合監査委員の選任について 

９．議 事 の 経 過 

【開会：午前１０時】 

議 長  おはようございます。 

それでは、本日は、匝瑳市ほか二町環境衛生組合議会平成２３年９月定

例会に御参集頂きまして誠にありがとうございます。 

開会に先立ちまして、新たに組合議員になられた方と構成市町の人事異

動に伴い匝瑳市衛生担当課長、横芝光町衛生担当課長及び事務局が変わら

れておりますので、ここで自己紹介をお願いしたいと思いますが、御異議

ございませんか。 
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（「異議なし」の声） 

議 長  異議がないようでございますので、多古町の両議員、横芝光町の議員、

匝瑳市衛生担当課長、横芝光町衛生担当課長及び事務局の順で自己紹介を

お願いいたします。 

それでは、仮議席番号の若い順にお願いします。 

椎名議員  椎名義光でございます。 

多古町の議員でございます。よろしくお願いいたします。 

加瀬議員  多古町の加瀬芳廣でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

鈴木議員  横芝光町の鈴木唯夫です。どうぞよろしくお願いいたします。 

浅野議員  匝瑳の浅野でございます。よろしくお願いいたします。 

行木議員  匝瑳の行木でございます。よろしくお願いいたします。 

武田議員  匝瑳の武田でございます。よろしくお願いいたします。 

鈴木課長  匝瑳市の環境生活課長の鈴木でございます。よろしくお願いいたします。 

大木課長  横芝光町の環境防災課長の大木でございます。よろしくお願いいたしま

す。 

事務局長  この４月から事務局長に就任いたしました小川と申します。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

議 長  以上で、自己紹介が終わりました。 

議 長  これより、匝瑳市ほか二町環境衛生組合議会平成２３年９月定例会を開

会いたします。 

なお、本日は、全議員出席ですので会議は成立いたしました。 

次に、本定例会に地方自治法第１２１条の規定に基づく議長の出席要求

に対する議案の説明員として出席する者及び委任指名を受けた説明補助者

の職氏名は、別紙一覧表のとおりであります。  

よって、お手元に配付いたしました印刷物により御了承願います。 

また、議案の配布漏れはございませんか。 

（「なし」の声） 
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議 長  それでは、直ちに会議を開きます。 

議 長  日程第２、議事進行上、｢仮議席｣を指定いたします。 

｢仮議席｣は、ただいまの御着席の議席といたします。 

議 長  続きまして、日程第３、議席の指定を行います。 

ただいま着席されています、仮議席を本議席に指定いたします。  

なお、議員諸君の氏名とその議席番号については、お手元に配付いたし

ました議席表をもって御了承願います。 

議 長  続きまして、日程第４、会期の決定についてを議題といたします。 

お諮りいたします。 

本定例会の会期については、本日１日限りといたしたいと思いますが、

これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声） 

議 長  それでは異議なしと認め、本定例会は本日１日限りといたします。 

議 長  日程第５、会議録署名議員の指名を行います。 

会議規則第７０条の規定により議長が指名いたします。鈴木唯夫議員と

行木光一議員の両名を指名いたします。 

議 長  日程第６、これより議案第１号から議案第４号について、一括上程にい

たしたいと思いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声） 

議 長  異議なしと認め、一括上程といたします。 

議 長  日程第７、これより管理者から挨拶を兼ねまして、提案理由の説明をお

願いいたします。 

管 理 者  はい、議長。 

議 長  管理者。 

管 理 者  皆様、おはようございます。 

本日は、平成２３年９月定例会をお願いいたしましたところ、議員の皆

様方におかれましては、御多忙中のところ、御出席を賜りまして誠にあり
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がとうございます。 

それでは、初めに当組合の施設の概況について若干、申し上げさせて頂

きたいと思います。 

松山清掃工場につきましては、設備や使用機械の老朽化が著しく、大変

厳しい状況の中、現状を維持するために適正な維持管理に努めておるとこ

ろであります。 

また、山桑メモリアルホールについても、稼働後１０年が経過し、維持

管理に対する見直しを検討しなければならない状態と考えております。 

このような状況下におきまして、本年３月１１日に発生しました大地震

では、当施設においても設備の破損、故障が発生し、これに夏場に向けて

の節電への取り組みも加わるなど、厳しい状況が続いていることから、各

市町の広報を通じて、直接搬入等のごみの減量化について、御協力をお願

いしたところであります。 

なお、ごみの減量化につきましては、次の世代へより良い地球環境を継

承するためには必要不可欠でありまして、環境負荷の少ない循環型社会の

形成のため、リユース、リサイクル、リデュースの３Ｒの取り組みを、構

成市町の連携のもとに幅広く推進し、より一層のごみの資源化・減量化に

取り組んで参る所存であります。 

続きまして、只今から本定例会に提出します、案件についての提案理由

の説明を申し上げさせて頂きたいと思います。 

議案第１号 平成２２年度匝瑳市ほか二町環境衛生組合一般会計歳入

歳出決算認定について 

本案は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第１項の規

定により、平成２２年度匝瑳市ほか二町環境衛生組合一般会計歳入歳出決

算書が会計管理者から関係書類と伴に提出されましたので、同条第２項の

規定により監査委員の審査に付しましたところ、別冊のとおり審査意見書

が提出されました。 
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よって同条第３項の規定により、議会の認定を求めるため提案いたした

次第であります。 

議案第２号 平成２３年度匝瑳市ほか二町環境衛生組合一般会計補正

予算（第１号）について 

本案は、歳入歳出それぞれ１，９１０万３千円を追加し、平成２３年度

匝瑳市ほか二町環境衛生組合一般会計の総額を、歳入歳出それぞれ７億４，

７３７万４千円といたしたく提案いたした次第であります。 

初めに、第１表歳入歳出予算補正のうち歳入について申し上げますと、

４款繰入金３７万６千円、５款繰越金１，８７２万７千円を追加するもの

であります。 

次に、歳出予算について申し上げますと、２款総務費１９６万２千円、

３款衛生費１，７１４万１千円をそれぞれ追加するものであります。 

議案第３号 匝瑳市ほか二町環境衛生組合職員の育児休業等に関する

条例の一部を改正する条例の制定について 

本案は、地方公務員の育児休業等に関する法律の一部改正に伴い、職員

の育児休業等に関し所要の改正をいたしたく、提案いたした次第でありま

す。 

議案第４号 匝瑳市ほか二町環境衛生組合監査委員の選任について 

本案は、組合監査委員でありました鈴木克征氏が平成２３年４月３０日

をもって当組合議員を任期満了となり、当組合監査委員を失職したところ

でありますので、組合監査委員に鈴木唯夫氏を選任いたしたく、匝瑳市ほ

か二町環境衛生組合規約第１５条第２項の規定により、議会の同意を求め

るため提案いたした次第であります。 

以上、提案理由を御説明させていただきました。 

慎重審議の上、御可決賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

議 長  管理者の挨拶並びに提案理由の説明が終わりました。 

議 長  この際、お諮りいたします。 
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これより、日程第８、質疑に入りますが上程されました議案４件は逐条

審議といたしたいと思いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声） 

議 長  異議なしと認め、逐条審議といたします。 

お諮りをいたします。 

議案第１号 平成２２年度匝瑳市ほか二町環境衛生組合一般会計歳入

歳出決算認定についてを議題とすることに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声） 

議 長  異議なしと認め、議案第１号を議題といたします。 

議案の朗読を省略し、直ちに事務局長に内容の説明を求めます。 

事務局長  はい、議長。 

議 長  はい、事務局長。 

事務局長  それでは、平成２２年度匝瑳市ほか二町環境衛生組合一般会計歳入歳出

決算について御説明をさせて頂きます。 

なお、説明の関係で頁が前後することが、あると思いますが、御了承頂

きたいと思います。 

それでは、平成２２年度匝瑳市ほか二町環境衛生組合一般会計歳入歳出

決算書について御説明いたします。 

まず、３頁の歳入決算についてでございますが、内容につきましては、

事項別明細書、６頁の事項別明細書の内容により説明という形で進めさせ

て頂きたいと思います。 

６頁をお開き願いたいと思います。 

まず、歳入、1款分担金及び負担金の収入済額でございますが、５億６，

４９３万７千円、前年度より５，５９９万円、９．０％の減となっており

ます。負担金の構成市町別内訳につきましては、備考欄の記載のとおりで

ございます。 

まず、匝瑳市でございますが、３億３，８５９万３千円、負担率としま
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しては、５９．９％。多古町でございますが、負担額につきましては、１

億２，６６５万２千円、負担率につきましては、２２．４％。横芝光町の

負担額でございますが、９，９６９万２千円、負担率につきましては、１

７．６％という状況でございます。 

次に２款使用料及び手数料でございますが、収入済額、１億７，０６２

万６，４４０円、予算現額に対して１１１．３％の収入率となっておりま

す。 

前年度比較いたしますと６３３万４，３５０円、３．９％の増となって

おります。 

この内、１項１目火葬場使用料の収入済額でございますが、３，３２４

万６，８４０円、予算現額に対しまして１３１．１％の収入率でございま

す。 

前年度に比較いたしますと３２２万５千円、１０．７％の増となってお

ります。内訳につきましては、備考欄記載のとおりでございます。 

なお、火葬場の使用状況でございますが、前年度比７６件の増、式場分

で８件が増という状況となっております。 

次に７頁の手数料でございますが、２項１目ごみ収集処理手数料、ごみ

収集用袋、売払い代金でございますが、収入済額は１億３，７３７万８，

６００円、予算現額に対して１０７％の収入率でありました。 

前年度に比較しますと３９１万３，４００円、４．０％の増となってお

ります。 

この主な理由としましては、可燃ごみ用の袋７５，０８０枚、これが３

００万３，２００円、不燃用ごみ袋１３，６００枚、これが５４万４千円

の増となっております。 

８頁をお開き頂きまして、内２節でございますが、自家搬入ごみ処理手

数料、これは、許可業者及び住民の直接搬入によるごみ量等が含まれてお

りまして収入済額で５，１０５万２，３００円、予算現額に対して１０８．
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１％の収入率、前年度に比較しますと８０万４，０５０円、１．６％の減

となっております。 

次に３款財産収入でございますが、１項の財産、失礼いたしました、３

款財産収入、収入済額は１，７６６万９，８１３円で、予算現額に対しま

して１９７％の収入率となっております。 

前年度より比較しまして６６７万５，４４４円、６０．７％の増となっ

ております。 

この内、１項１目でございますが、１節、基金利子の収入済額は３５万

１，３５８円で、予算現額に対して４３．４％の収入率、前年度に比較し

ますと２８万１，９６４円、４４．５％の減となっております。 

２項１目１節物品売払収入でございますが、収入済額で１，７３１万８，

４５５円、予算現額に対して２１２．２％の収入率となっております。 

前年度比較しまして６９５万７，４０８円、６７．１％の増となってお

ります。これにつきましては、ペットボトルや缶類等の資源ごみ、再生有

価物の売払い収入ということでございます。 

次に４款繰入金でございますが、繰入金につきましては、財政調整基金

からの繰入金、２千万円で、収入、収入済額となるものは、ありませんで

した。 

９頁でございますが、５款、繰越金でございます。 

収入済額は３，２６９万７，９７０円、前年度より７０２万６，４６８

円、２７．３％の増となっております。これは、前年度の繰越金というこ

とでございます。 

次に６款諸収入でございますが、諸収入の収入済額は４３万９，５４３

円、予算現額に対して１０１．９８％の収入率となっております。 

前年度に比較すると７万４，４３４円、１４．５％の減となっておりま

す。これは預金利子の減ということでございます。 

歳入合計の収入済額は、７億８，６３７万７６６円、予算現額に対しま
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して１００．８％の収入率、前年度に比較しまして５，３０２万８，１７

２円、６．３％の減となっております。 

以上が決算書３頁の歳入の説明とさせて頂きます。 

続いて４頁、歳出の説明でございますが、これにつきましても事項別明

細書、１０頁をお開き頂きまして、説明をさせて頂きたいと思います。 

まず、歳出１款議会費でございますが、支出済額は、９万６１３円で予

算現額に対しまして７０．８％の執行率となっております。 

前年度に比較しまして５千５３１円、５．８％の減となっております。 

次に２款総務費でございますが、支出済額は、１億４，１４１万３，１

０５円、予算現額に対しまして９７．１％の執行率となっております。 

前年度に比較しまして９３９万４，３９０円、７．１％の増となってお

ります。 

この内２款１項総務管理費の支出済額でございますが、１億４，１３８

万８，５６４円で、予算現額に対しまして９７．１％の執行率となってお

ります。 

前年度に比較しまして９３９万２，５１３円、７．１％の増で、４２５

万８，４３６円の不用額が出ております。 

続きまして、１４頁お開き頂きたいと思います。 

３款衛生費でございますが、火葬場、１項の火葬場事業費でございます。 

３款衛生費、失礼いたしました。 

３款衛生費でございますが、支出済額は、４億１，１９２万４，１４４

円、予算現額に対しまして９１．７％の執行率でありました。 

前年度に比較しますと４，５７８万１，８２４円、１０．０％の減とな

っております。 

この内３款１項の火葬場事業費でございますが、支出済額が、５，７６

３万４，４８８円、予算現額に対しまして９４．８％の執行率となってお

ります。 
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前年度に比較しまして３６５万７，１１５円、６．０％の減、３１６万

３，５１２円の不用額となっております。 

不用額の主な理由としましては、需用費で、１０３万円程、それと光熱

水費で６１万１千円、それと修繕費で６２万６，７５０円、予算額を下回

った執行となっております。以下、委託料、工事費等にも不用額が生じて

おります。 

１５頁の方を御覧頂きたいと思います。 

まず、委託料の不用額、４４万４２４円でございますが、この主な理由

としては、施設警備の常駐警備ということで山桑メモリアルホールには、

常駐警備の方と機械警備ということで行っておりまして、その内の常駐警

備、これが１３万７，４６０円の減、空調関係点検業務等の委託で１３万

８，５５０円等の減ということで、これらが予算額を下回った執行となり

ました。これが大きな不用額の理由でございます。 

１７頁の工事費でございますが、工事費につきましては、１５４万８，

２５６円の不用額となっておりまして、主な理由としては、山桑メモリア

ルホール内のエアコン設置工事ということで、当初３台を予定しておりま

したが、１台の設置工事を実施しておりますので予算額を下回った執行と

なっております。 

当初見積では、３台交換する予定だったのですが、収骨室等の温度設定

を単独で行う予定で積算しましたが、効果等が薄いということで式場ロビ

ーのみ実施したという状況でございます。 

次、１８頁の２項、清掃事業費でございますが、支出済額は、３億５，

４２８万９，６５６円、予算現額に対しまして９１．２％の執行率、前年

度に比較しまして４，２１２万４，７０９円、１０．６％の減となってお

ります。 

３，４２１万２，３４４円の不用額となっております。不用額の主な理

由としては、需用費で１，２４３万円が発生しておりまして、内消耗品が



- 13 - 
 

５２２万８４８円、燃料費で１６０万６，０２０円、光熱水費で５３７万

９，７１７円、これらが予算を下回って執行となっております。 

２１頁をお開き頂きたいと思います。 

２１頁、委託費でございますが、委託費においても、２，０７４万円の

不用額が生じております。 

不用額の主な理由としましては、ごみ収集処理業務委託ということで１，

５３３万円、焼却灰処理業務委託として７５９万円、これらが予算額を下

回った主な理由でございます。 

次に２５頁でございますが、４款公債費でございます。 

公債費、支出済額、１億８，２２１万５，４９８円、支出済がございま

して前年度に比較しまして１６６万４，６４３円、０．９％の減となって

おります。 

歳出合計、支出済額、７億３，５６４万３，３６０円、不用額が４，４

６７万３，６４０円、予算現額に対して９４．３％の執行率で、前年度に

比較し３，８０５万７，６０８円、４．９％の減となっております。 

歳出決算の主な内容については、事項別明細で説明したとおりでござい

ます。 

以上が決算書４頁の歳出の説明ということに代えさせて頂きたいと思

います。 

次に３０頁をお開き頂きたいと思います。 

平成２２年度実質収支に関する調書ということでございますが、１の歳

入総額７億８，６３７万７６６円、２の歳出総額、失礼しました。２８頁

でございます。 

平成２２年度実質収支に関する調書でございます、訂正させて頂きます。 

１、歳入総額７億８，６３７万７６６円、２の歳出総額、７億３，５６

４万３，３６０円、３の歳入歳出差引額でございますが、５，０７２万７，

４０６円、４の翌年度へ繰り越すべき財源でございますが、ありませんで
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した。 

５の実質収支額でございますが、歳入歳出差引額がそのまま５，０７２

万７，４０６円となります。 

６の基金繰入額でございますが、３，１００万円、これが基金繰入金と

いうことになります。 

３０頁をお開き頂きたいと思います。 

平成２２年度財産に関する調書でございますが、１の公有財産（１）と

して土地及び建物、これにつきましては、前年度から増減がございません

でした。 

次の２の物品でございますが、区分の８項目目、収集車でございますが、

前年度の前年度末現在高として３台、これが決算年度中増減マイナス１台

となりまして決算年度末の現在高としましては、２台ということで異動が

ありました。 

次に３の基金でございますが、（１）財政調整基金、匝瑳市ほか二町環

境衛生組合財政調整基金でございますが、前年度末現在高２億７，４３０

万２，２６２円、決算年度中増減高６，５０４万８，３５８円、決算年度

末現在高３億３，９３５万６２０円でございました。 

次に３４頁をお開き頂きたいと思います。 

平成２２年度地方債に関する調書でございますが、合計でございますけ

れども年度中償還額元金、１億７，１１６万８９９円、利子分でございま

すが、１，１０５万４，５９９円、計１億８，２２１万５，４９８円でご

ざいます。 

続きまして、平成２２年度匝瑳市ほか二町環境衛生組合一般会計歳入歳

出決算に係る主要施策の成果についてということで、御説明させて頂きた

いと思います。 

この主要施策の成果につきましては、主に決算書の３款ということで御

説明をさせて頂きたいと思います。 
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まず、１頁目でございますが、３款火葬場事業費、予算現額６，０７９

万８千円、決算額が５，７６３万４千円で９４．８％の執行率で、事業に

つきましては、葬祭施設の適正な維持管理を行いまして、環境の保全と地

域住民の福祉向上に努めました。 

１頁、３款の火葬場事業費及び塵芥処理費でございますけれども、失礼

いたしました、火葬場事業費は利用実績としまして合計で表のとおり１，

０６２件、前年度に比較しまして７６件の増となっております。 

管内利用は、９５６件、管外利用１０６件の実績となっております。次

に式場利用実績でございますが、合計で１１１件、管内利用が、１０９件、

管外利用２件、前年度に比較しまして８件の増となっております。 

遺族控室の利用実績につきましては、合計で１８７件、霊安室の利用実

績としましては、合計で３７件という状況でございました。 

次に２頁でございますが、火葬場事業費の５，７６３万４千円、記載の

事業を実施しております。 

①でございますが、嘱託職員賃金等でございますが、２１４万８千円、

これは山桑メモリアルホール場長の１名分の人件費となっております。 

次に③燃料費でございますが、６３８万３千円、内容につきましては、

火葬炉で使用するプロパンガスの支出が主なものということでございます。 

④光熱水費でございますが、６２４万８千円の支出をしております。 

⑤修繕料でございますが、２８７万３千円の修繕を行っております。 

⑥受付運営・火葬業務委託料でございますが、２，９１０万６千円の支

出で内容につきましては、６名分の業務委託費、内１日常時４名以上の勤

務の契約ということで事務２名、火葬２名ということでございます。 

次、３頁でございますが、３頁の⑳番エアコン設置事業ということで９

２万４千円、これにつきましては、式場ロビーということで施設改善を行

っております。 

また、２１番、㉑ですが、緊急的事業の実施ということで散策路土止め
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補修工事ということで１７万９千円、施設北側にあります散策路の土手の

部分が崩れましたので、その補修を行っております。 

㉒番、法面補修工事ということで、これも緊急的に行っております。 

施設の南側でございますが、ここの斜面が崩れましたので、この法面補

修ということで２９万９千円の事業を実施しております。 

次、４頁でございますが、塵芥処理費でございます。 

予算現額３億８，８５０万２千円、決算額が３億５，４２９万円、９１．

２％の執行率となっております。 

内容につきましては、焼却施設の適正な維持管理を図り一市二町から収

集、運搬した一般廃棄物を処理し、生活環境及び公衆衛生の維持向上に努

めました。 

ごみの収集量でございますが、昨年度に比較しまして１０．５トンの増

となっております。 

内容につきましては、市町別実績につきましては、参考資料の１という

ことで後ほど御確認頂ければと思います。 

それに際しまして、焼却処理と埋立処理、再利用ということで、これら

のごみの処理を行っております。 

この内容につきましては、市町別実績、参考資料の２ということで、こ

れも後ほど御確認頂ければと思いますので、よろしくお願いいたします。 

次に５頁でございますが、一般廃棄物処理事業費、３億４，８２１万２

千円の事業でございます。 

これにつきましては、前年度に比較しまして３，９３８万９千円、１０．

２％の減となっております。 

主な内容としましては、①嘱託職員賃金等ということで、３９５万８千

円の支出でございます。 

これにつきましては、退職により補充した再雇用の２名分ということに

なります。 
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今後、職員の退職に伴う補充につきましては、現在推進しております広

域ごみ処理施設建設計画、これらの動向を見ながら正職員の補充は現在し

ない方針ということで推移しております。 

②消耗品でございますが、２，９７９万２千円の支出ということでござ

います。 

これにつきましては、ごみの収集用の袋及び薬品購入関係の支出が主な

ものでございます。 

⑦の修繕料でございますが、８，３９８万２千円の支出でございまして、

前年度に比較しまして２，７５３万３千円、２４．７％の減となっており

ます。資料につきましては、参考資料の４ということで、御確認頂ければ

と思います。 

次、６頁でございますが、⑲松山清掃工場運転管理業務委託、委託料で

ございますが、４，５１９万２千円の支出でございます。 

これは午後４時３０分から翌０時３０分までの運転業務委託でござい

ます。 

⑳は、㉑の焼却灰処理に関する運搬業務の委託になります。 

現在２社に委託しておりまして、平成２３年度は、もう１社増となりま

して３社ということで運搬処理業務を委託しております。 

⑳の焼却灰運搬業務委託でございますが、４２４万１千円の支出でござ

います。 

㉑焼却灰処理業務委託でございますが、４，５０７万２千円の支出、こ

の内容につきましては、リスク分散ということでございます。 

灰の総処理量でございますが、１，０１１．９８トンということでござ

います。 

処理費につきましては、４，５０７万１，６６３円、運搬費につきまし

ては、４２４万８２２円、業者につきましては、市原エコセメント、中央

電気工業ということでの２社でございます。 



- 18 - 
 

次、７頁でございますが、㉚一般廃棄物収集運搬業務委託でございます

が、７，３８２万９千円の支出でございます。 

これは、可燃ごみ収集、現在、可燃ごみ収集と資源ごみ収集を委託して

おります。 

可燃ごみ収集につきましては、匝瑳市外周部、これが５５３万４千円で

東起クリーンサービスに業務委託をしております。 

旧野栄、旧光地区これにつきましては、７８７万２千円で東総リサイク

ルセンター、多古町につきましては、五十嵐商会、６６１万５千円という

ことで可燃ごみの収集委託をしております。 

平成２０年６月から平成２５年５月までの長期継続契約ということに

しております。 

次に資源ごみ収集でございますが、５，３８０万８千円でございますが、

これは、共同リサイクルに業務委託しております。 

次に環境対策事業でございますが、環境対策事業費につきましては、調

査に係る事業費でございまして、２８８万１千円の支出でございまして、

前年度に比較しまして、７８万５千円、２１．４％の減となっております。 

これらにつきましては、現施設、排出される環境状況を調査している業

務委託ということで御理解頂ければと思います。以上が概要となります。 

次に、平成２２年度の匝瑳市ほか二町環境衛生組合一般会計歳入歳出決

算及び基金の運用状況審査の意見ということで監査委員より意見を頂きま

したので御報告させて頂きます。 

７月１４日、当組合事務所、会議室におきまして石井代表監査委員、鈴

木監査委員、両監査委員に、これらの決算等の書類審査等、受けまして総

論のとおり結論を頂きましたので、御報告いたします。以上で説明とさせ

て頂きます。 

議 長  事務局長の説明が終わりました。 

これから質疑に入る訳ですが、質疑を行う前に予め申し添えます。 
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会議規則第４６条により、１つの議案に対する質疑は、１人３回までと

なっております。また、質疑については、議案の範囲とし、重複する事項

を避け、円滑な議事運営ができますよう御協力をお願いいたします。 

それでは、質疑を許します。 

御意見、御質問等はございませんか。 

椎名議員  はい、議長。 

議 長  はい、椎名議員。 

椎名議員  歳出に関係するところでありますけれども、まず実績で処理、処分実績

というところの参考資料にもございますが、そこに再利用という項目の中

でマイナスの４２，３２０ｋｇと扱う量が減っているという数字が出てい

ます。 

これを一つに、念頭に置きながらですね、実際、決算の中で見ますと、

資源ごみの再生有価物売払代金等の金額というのは、当初予算から比べる

と増えていますね、この売払代金等となっていますからペットボトル等の

他に何か売ったものが、あるということなのでしょうけれども、こういう

状況の中からこの内訳を明確にして頂くということを先ず、いわゆる再利

用が、扱い量が、少ないのに売上代金は、上がっているというような感じ

を受けますので、その辺の説明を頂きたいと思います。 

事務局次長  はい、議長。 

議 長  はい、事務局次長。 

事務局次長  ごみ量が減って収入の方が多いということで、ごみ量の方は、ちょっと

若干この収集量でリサイクルに、どれだけ回ったかで前後します。 

今回、決算書の方の当初予算が売払代金８１６万円ということで当初予

算が２１年度の実績が約１千万円ちょっとありますので、中国バブル等

色々ありまして、売上げがだんだん減るということで８１６万円の予算と

いうことで見てありました。 

ただし、実際に売却益が落ちてはいますが、そんなに急激に落ちないで
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何とか推移したということでございます。 

事務局長  はい、議長。 

議 長  はい、事務局長。 

事務局長  それに伴いまして、追加で説明させて頂きます。 

現在、共同リサイクルにスチール缶、アルミ缶それから鉄、金属と古紙

等ございますが、これらの売払いということで１，１２５万９，３５５円、

２２年度は実績としてございます。 

前年度につきましては、８２４万６，７３６円ということで前年度に比

較しまして３０１万２，６１９円、これが増えております。 

また、竹内商店というところで古紙あるいは雑誌、ダンボールというこ

とで、これらの売払いにつきましては、１９７万１，８１０円、前年度が

１２９万２，０７５円ということで前年度比としましては、６７万９，７

３５円の増ということとなっております。 

ペットボトル等、先ほどお話ししましたが、日本容器包装リサイクル協

会ということで、これらのところでペットボトル等の処理をして頂きまし

て、これが３１５万８，０３０円ということで前年度が、８２万２，２３

６円ということで、２３３万５，７９４円ということになっております。

全体的には売払いが増えたということでございます。以上です。 

椎名議員  はい、議長。 

議 長  はい、椎名議員。 

椎名議員  続いた質問何ですけれども、再生した物の在庫というものは、受入上ど

のような処理をしているのですか。 

単年度で作ったものは、全部売り払ってしまうと、翌年度に繰り越す現

物は、ないというように解釈してよろしいでしょうか。 

事務局長  はい、議長。 

議 長  はい、事務局長。 

事務局長  そのとおりでございます。 



- 21 - 
 

毎月、収集に来て頂いておりますので、処理としましては、年度で完

結するようにしています。 

椎名議員  はい、議長。 

議 長  はい、椎名議員。 

椎名議員  再利用という、最初の管理者の説明でございましたけれども、それを進

める立場から今、例えばごみ手数料の袋代とか見直すべきではないかとい

うように思います。 

ちょっと、この見てみますと、可燃ごみは圧倒的に袋の出る数が、多い

訳で、量から見ても資源ごみは、その４分の１位、可燃ごみの４分の１位

しか枚数でも出ていないということで、その扱い量を増やすには、資源ご

みの袋代を下げる、さらに下げる、というような努力が、必要ではないの

かと私は、思います。 

そこでですね、袋代ですけれども７２５万２千円で袋そのものは、出来

るということになっていまして、ごみ手数料の方を見ますと収入の方を見

ますとですね、その袋の分だけ見ても８，６００万円の収入があるという、

この扱い手数料とか、その他出る訳でしょうけれども、それにしてもまだ、

益がありますので、その益を縮小してでもですね、資源ごみ袋をさらに下

げるというようなことは、出来ないのかという思いがありますので、この

辺の仕組みといいますか、どのような形でこの袋の値段を決めて来たのか、

何故、この例えば可燃ごみの大であれば４０円とか、資源ごみは、２０円

とかというように決めて来たのか、毎年変えても良いのではないか、ある

いは、原材料が上がれば上げるとか、何かその合理的なようにしていった

ら良いのではないかと思いますので、その点御説明頂きたいと思います。 

事務局長  はい、議長。 

議 長  はい、事務局長。 

事務局長  今、椎名議員からありました、資源ごみの袋の料金を売払料を下げた

らどうかということでありますが、これまでも何度か、ごみの袋につき
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ましては、改定をしながらやって参った経緯がございまして当初は、１

０円２０円の時代から始まりまして、現在は４０円というところになっ

ている訳ですけれども、これにつきましては、現在利用される市民の方

に対しまして、啓蒙啓発の意味も含めまして、料金を設定させて頂いた

ということでございます。 

そのような御意見等あれば、今後また、検討をさせて頂くというよう

になろうかと思いますが、現状としましては、そのような状況でござい

ます。 

やはりごみ量というのが、実際には、増えているというような状況に

ございますので、その辺でごみの袋の料金を下げた時のまた、ごみの量

がアップして来るということでも困るということもございますので、そ

の辺の兼ね合いも考えながら、検討させて頂ければと思います。以上で

す。 

武田議員  はい、議長。 

議 長  はい、武田議員。 

武田議員  椎名議員とダブルかもしれませんが、主要施策の成果の説明書の中で、

４頁ですか、この中で収集実績、可燃ごみが、マイナスの０．１％、それ

に伴う処理・処分実績ということで、焼却処理が、プラスの０．２９％、

単純に見ますと可燃ゴミが、当然マイナス、少なくなったのだから焼却処

分もマイナスになるのではないのかと、見方が出来るのではないかと、そ

の辺の原因について確認をしたいと思います。 

それとですね、物品売払収入ということで、１，７３１万８千円という

ことでありますけれども、この前年に比べますと、差ということで紙類、

金属類とか色々な分類の仕方があると思いますが、キロ当たりの単価でど

のような変動があるのか、確認したいと思います。 

事務局長  はい、議長。 

議 長  はい、事務局長。 
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事務局長  一点目でございますが、可燃ごみの収集量に対しまして減ってるのに

焼却については、アップしているという御意見ですが、これにつきまし

ては、この不燃ごみでございますが、これがアップしておりまして、こ

れをですね、裁断をしまして、これも可燃ごみになります。ですから収

集されるグリーンの袋に入れて入る物とその他に実際に、こちらに持っ

て来たりされる方が、あると思うのですが、その不燃ごみに対しまして

も裁断をしまして、それを更に細かく細分化して可燃しておりますので、

こういう焼却・処理という部分がアップするということになります。 

それと、もう一点の単価でございますが、単価の推移につきましては、

ちょっと手元に資料が、ございませんので後ほど御報告をさせて頂くと

いうことでよろしいでしょうか。 

武田議員  はい、議長。 

議 長  はい、武田議員。 

武田議員  松山清掃工場周辺環境調査業務委託料ということで、決算書の２１頁

に記載されておりますがで、１０３万４，２５０円ということで、周辺

の環境調査ということで行っておると思いますが、その業者、若しくは、

そのどういった内容でやっているのか確認したいと思います。 

それとですね、もう一点は、当初の説明でありましたけれども３Ｒの

推進と市長からの説明でありましたけれども椎名議員からもありました

けれども可燃ごみ、不燃ごみ等袋のことですけれども一般質問でやれば

良かったんですけれどもリサイクルのごみ、可燃ごみについては、小さ

いものがあります。 

リサイクル用の資源ごみですかというようなものが今、大きさは大小

なくですね、存在しています。 

ある市民の方からですね、もう年配、８０歳すぎのおばあちゃん何です

けれども瓶とか、そういうものを入れるとですね、大きな袋では置き場ま

で持って行けないんだよ、と話を頂きましてペットボトルだったらあの大



- 24 - 
 

きさでも十分持ち運びも可能何ですけれども可燃ごみのようにですね、不

燃ごみ若しくは、リサイクル出来るペットボトルとか缶とか入れる袋をで

すね、もう一回り小さく、出来ないだろうかという話を相談をですね、頂

きまして、そう言った在庫とか今後の今回のこともあるんですけれども、

ひとつ高齢化に伴う配慮も、ひとつ必要ではないかなと思いがしますので、

その辺検討を頂ければ、ありがたいなと思いますので、よろしくお願いい

たします 

事務局長  はい、議長。 

議 長  はい、事務局長。 

事務局長  只今の袋に関しまして、まず一点目ですけれども、袋に関しまして細

分化してということで小さな袋も用意ということでございますが、今現

在、可燃の袋につきましては、大小がありまして、２本立てでやってい

ますが、その他につきましては、これまでもそういった御意見ちょっと

ございませんでしたので、今ここで、御意見頂きまして、今後事務局と

しまして、また、近隣等調査させて頂きながら、検討させて頂くという

ことで、御理解頂ければと思います。 

それと、あともう一点環境調査ということで、調査でございますが、

環境対策事業費ということで、まずですね、松山清掃工場周辺環境調査

業務委託ということでこれは、水質検査の方、実施しておりまして、こ

の工場自体がごみを埋立たりしますので、その辺でシートを貼りながら

現状を作っております。ですから、そこで水漏れ等、汚水が流れたりと

かしないかでどうかとのいうことでの調査をするということになります。 

この他にダイオキシン類の測定分析調査あるいは、一般廃棄物処理環

境測定調査分析調査ということで調査等を行っておると、こういったも

のが環境対策の調査事業として当てられているということになります。

以上です。 

議 長  椎名議員の方から先ほどの答弁漏れということで、ありますので、椎名
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議員。 

椎名議員  先程は、袋のことなど伺いましたけれども、事務局長の方から事務局に

おいて検討して行くということなんですが、折角の議会、決算議会ですか

ら次年度に向けて方向性を出して行く場所であると思いますので管理者の

方の考えを伺いたいと思います。 

それから説明漏れというか、参考資料の４頁の２については、後でまた、

説明を頂きたいと思います。 

管 理 者  はい、議長。 

議 長  管理者。 

管 理 者  私も組合の方、また、匝瑳市長という立場の時も色々ごみに関する話し

合いをする時に必ず、そのごみ袋の代金の問題、そしてまた、法律的に考

えれば袋の大きさを検討した方が、良いのではないかというような声も多

数聞いております。 

そういう意味におきまして、局長が答えましたように急にここでその方

向で行くということではなくて協議を十分して、検討して行くということ

で御理解頂きたいというように考えております。よろしくお願いいたしま

す。 

浅野議員  はい、議長。 

議 長  はい、浅野議員。 

浅野議員  決算書の２８頁、実質収支に関する調書について、前年度どの位だっ

たのかをお願いします。 

それともう一つ色々主要施策の成果等あるんですけれども、火葬場を

見ますと、２３番目のその他の火葬場費用１１２万円、１００万円を超

えているんですけれども、その他ということで書いてございますけれど

も、もし明細が分かれば教えて頂きたい。 

事務局長  はい、議長。 

議 長  はい、事務局長。 
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事務局長  まず、一点目でございますが、実質収支の調書ということで昨年度の

実績でございますけれども１の歳入総額でございますが、８億３，９３

９万８，９３８円、８億３，９３９万８，９３８円、これが歳入総額と

なります。 

２番の歳出総額でございますが、７億７，３７０万９６８円になりま

す。 

差引ですが、６，５６９万７，９７０円というようになります。 

実質収支６，５６９万７，９７０円、その約半額ですが３，３００万

円を基金に繰り入れているというような状況でございます。 

次に山桑メモリアルホールのその他の部分でございますが、詳細に、

その他まず、需用費関係でございますけれども食糧費として１万円、役

務でございますが４６万３千円、これは、通信の運搬費でございますが

１５万４千円、公有建物共済分担金が２３万４千円、公有自動車共済分

担金が１万３千円、電球取付手数料が２千円、式場ランプ交換手数料が

１万円、浄化槽の清掃手数料が５万円という状況が、役務費の中で４６

万３千円となります。 

次、委託料でございますが、油圧電動リフト保守管理業務委託としま

して５万３千円、それと使用料及び賃借料でございますが、ＮＨＫの放

送受信料とあと、看板土地賃借料、これらが合せて２万７千円となりま

す。 

あと工事費でございますが、スピーカー設置工事、これが９万６千円、

あと、備品購入としまして４７万７千円、内訳としましては液晶テレビ

一台８万９千円、交換しておりますので一台です。 

それと草刈り機６万円、消火器９万円、電動棺台車バッテリー、これ

が６万７千円、それと電動キャリア台車バッテリーが９万５千円、それ

ともう一つエンジンポンプを購入しておりますので７万６千円というこ

とになりまして、備品購入が４７万７千円、合せますとその他計が１１
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２万６千円という状況でございます。以上です。 

浅野議員  はい、議長。 

議 長  はい、浅野議員。 

浅野議員  ありがとうございました。 

今、質問したのはですね、１５番で自動扉云々というのが１０万円で

すよね、この辺が明細、載っているのに１０万円以上なのに載せないの

は、どうなのかということで質問しました。 

事務局長  はい、議長。 

議 長  はい、事務局長。 

事務局長  只今の御意見頂きましたので今後、その方向で考えを改めまして書き

直して行きたいというように思いますので、よろしくお願いいたします。 

議 長  その他ございますか。 

椎名議員  参考資料の説明をして頂きたい。 

参考資料４の２。 

事務局長  はい、議長。 

議 長  はい、事務局長。 

事務局長  参考資料の４ということでよろしいでしょうか。 

椎名議員  参考資料４の２。 

事務局長  ５頁ですか。 

それでは、説明させて頂きます。 

まず、収集関係、ごみ収集車修繕でございますが、これにつきましては

１２５万９，１８２円、②の粗大ごみ破砕機関係でございますが、これに

つきましてはスクリューロール補修ということで５６４万４，８００円、

その他修理ということで６８２万６，５５５円、合わせまして１，２４７

万１，３５５円でございます。 

③の松山清掃工場関係でございますが、これは６，７００万９，４７５

円。 
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椎名議員  ２番だけで良いです。２番をここに書いてあるより詳しく聞きたい訳で

すよ。 

事務局長  ２番、２番、粗大ごみ破砕機関係のこれですか。 

椎名議員  これだけでは、分からないから、その他とか、どういう補修か。 

議 長  それでは、議案審議の途中ですが、ここで暫時休憩といたします。 

再会は、１１時１５分といたします。 

議 長  それでは、会議を再会いたします。 

事務局長  はい、議長。 

議 長  はい、事務局長。 

事務局長  それでは、一点目の破砕機でございますが、破砕機につきましては、

買いますと６，０００万円程掛かるような機械でございまして、修理の

内容ですけれども、先ほど申しましたスクリューロールということで、

中に回転するものが３個着いていますので、その物の補修ということで

の、まず、一点目の５６４万４，８００円ということになっております。 

他にですね、傾斜コンベア支柱補修ということで２７万円程、あと油

圧モーター、この辺の交換ということで、これがやはりモーターが三つ

程、着いておりますので、その辺で１８０万円とか、失礼しました、１

８６万９千円支出しております。 

それと油圧モーター２台目の交換でございますが１２９万６，７５０

円支出しております。 

あとは、エンジンオイル等、やはり交換しましても６万２千円、ある

いは、オイル漏れで６万円、油圧ホースの交換として１０万４千円、あ

とベアリングということでの交換で３８万円、これら大分、修繕という

ことでの内容で掛かって来ております。 

何せ、やはり機械自体の使用の頻度も高いということで、修理の方も

年々増加していく状況にございます。 

これが一点目でございまして２点目は、売払い、資源ごみの有価物売払
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代の単価、単価の推移でございますが、申し訳ございません、これ平均と

いう形で報告をさせて頂きたいと思います。 

まず、スチール缶プレスでございますが、単価１３円、アルミ缶プレス

でございますが、これが５８円でございます。 

その他金属ということで鉄等になりますが、これが１３円、これは引き

取って頂いた場合となります。 

あとダンボール、これにつきましては８円、雑誌が５円、あと新聞が７

円というような状況でございます。 

あと２１年の方も報告させて頂きますと、缶プレスの方が９円、アルミ

缶が４９円、その他鉄等になりますが、これが８円、ダンボールが５円、

雑誌が４円、新聞が６円というような状況でございます。 

これにつきましては、毎月、単価の方の変動がございまして、なかなか

詳細が掴みづらい状況にあるのが現状でございます。以上でございます。 

議 長  その他ございますか。 

（「なし」の声） 

議 長  お諮りいたします。 

議案第１号の質疑を打ち切ることに御異議ございませんか。 

（「異議なし）の声） 

議 長  異議なしと認め、議案第１号の質疑は打ち切ります。 

続きまして、議案第２号 平成２３年度匝瑳市ほか二町環境衛生組合一

般会計補正予算（第１号）についてを議題とすることに御異議ございません

か。 

（「異議なし」の声） 

議 長  異議なしと認め、議案第２号を議題といたします。 

議案の朗読を省略し、直ちに事務局長に内容の説明を求めます。 

事務局長  はい、議長。 

議 長  はい、事務局長。 
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事務局長  平成２３年度匝瑳市ほか二町環境衛生組合一般会計補正予算（第１号）

について御説明させて頂きます。 

まず、１頁でございますが、歳入歳出補正の内容でございますけれども、

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１，９１０万３千円を追

加しまして、歳入歳出予算の総額をそれぞれ、歳入歳出総額それぞれ７憶

４，７３７万４千円とするものでございます。 

まず、内容としましては、２頁、第１表、歳入歳出予算補正でございま

すが、これにつきましては、５頁、事項別明細という形で話を説明をさせ

て頂きたいと思います。 

まず、歳入でございますが、４款の繰入金につきましては、財政調整基

金より３７万６千円を繰入ということでございます。 

５款の繰越金、これが１，８７２万７千円、歳入合計１，９１０万３千

円でございます。 

次に２頁にお戻り頂きたいと思います。 

歳出でございますが、２款の総務費、１項総務管理費、補正額１９６万

２千円、これにつきましては、まず、職員の手当ということになりまして、

時間外勤務手当でございます。 

処分場の処理及び電力制限に伴う運転業務ということで、土日の運転業

務の時間外ということでございます。１８６万４千円、ということでござ

います。 

それと２款１項１目１９節の負担金補助及び交付金ということになり

ますが、これが嘱託職員労働保険料ということで８千円、率の変更により

まして上がっております。 

それと嘱託職員厚生保険負担金ということで、これも率が変更によりま

して９万円、以上が総務管理費でございまして、１９６万２千円というこ

とでございます。 

次に３款の火葬事業費の事業費でございますが、需用費で燃料費、これ
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につきましては、東日本大震災に伴う燃料単価の高騰ということで１５９

万円、委託料としまして強制気化装置保守管理業務委託でございますが、

３５万６千円、これは予算、当初予算の時に予算化をしてあった事業なん

ですが、実際に事業を進める時になった時に２台分の事業ということだっ

たものが、当初予算では、１台分ということの積算誤りということで、今

回補正という形で計上させて頂きました。 

次に清掃事業費、３款２項１目の需用費でございますが、燃料費でござ

いますが、これが東日本大震災に伴う燃料単価の高騰ということで１６万

８千円。 

次に１２節の役務費でございますが、これは公有自動車共済分担金とい

うことで６万３千円、これは油圧ショベル分ということでございます。 

次に１３節の委託料でございますが、松山清掃工場運転管理業務委託料、

これにつきましては、先程、総務管理費の方で説明をさせて頂きましたが、

土日の職員の時間外ということで、これに伴って委託業務を実施するとい

うことでございます、それが６１万４千円。 

次に１８節の備品購入でございますが、油圧ショベル購入ということで

平成５年度に購入後、約１９年経過しておりまして、故障及び修繕等が嵩

んで来ているため、また、今回の震災の処理をごみ量の処理をして行くた

めにも早急な購入を考え予算計上をさせて頂きました。 

次に１９節の負担金補助及び交付金でございますが、木積地区内の道路

整備事業補助金ということで、地元要望によりまして平成２１年で実施し

た道路舗装の延長でございます。 

今回が２回目ということでございます。 

木積地区の道路整備事業補助金１３５万円ということでございます。 

歳出合計が１，９１０万３千円ということでございます。 

以上が補正予算の内容でございます。以上です。 

議 長  はい、事務局長の説明が終わりました。 
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直ちに、質疑を許します。 

御意見等、御質問等ございませんか。 

椎名議員  はい、議長。 

議 長  はい、椎名議員。 

椎名議員  油圧ショベルですが、大きさとか、どういう装備のものを考えているの

か説明を頂きたいと思います。 

事務局長  はい、議長。 

議 長  はい、事務局長。 

事務局長  油圧ショベルにつきましては、０．４５㎥という規格になる訳なんです

が、その本体自体が約８４０万円、それに合せてバケットロックといいま

して、バケットを交換しながら接続する部品ですが、これが４０万円、そ

れと油圧首振りグラスパーというものがございまして、それが８０万円、

それと油圧クリーンカッターということで今度は破砕の方を行って行くも

のですが、これが２８５万円ということでトータル１，２４５万円という

ことであります、でそれに消費税が加わりまして１，３０７万２，５００

円ということでございます。以上です。 

議 長  その他ございますか。 

武田議員  はい、議長。 

議 長  はい、武田議員。 

武田議員  ６頁の一般管理費の職員手当等で時間外勤務ということで、１８６万４

千円で震災の影響であったのか、若しくは当初の業務の量が増えてしまっ

て時間外を行っているものか、先ほどの説明であったんですけれども震災

の影響が、どの程度そこまで含められているのか、確認したいと思います。 

事務局長  はい、議長。 

議 長  はい、事務局長。 

事務局長  この件につきましては、ごみの量が増えた分とそれと、あと電力制限に

よりまして当施設も１５％の節電ということで、実施をさせて頂いており
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ます。 

その関係で、ごみの量が処理出来ずに残ったということで行きますと処

理的には、土日を使用した中での処理ということが考えられます。 

あと昼夜交代ということになりますが、状況の中では、土日の時間外を

選択して今回の補正ということにさせて頂きました。以上です。 

武田議員  はい、議長。 

議 長  はい、武田議員。 

武田議員  確認何ですけれども１５％の削減ということで、平日業務を減らして土

日に運転をしたということで、よろしいでしょうか。 

事務局長  はい、議長。 

議 長  はい、事務局長。 

事務局長  実質的には現在、機械の故障等発生しておる状況がございまして、実際

には、まだ、実施はしておりません、ですけれどもその中で一応、今のと

ころ機械等の故障等によりまして電力制限しないでも、そういう状況にあ

るという状況になっているんですが、この補正につきましては、今後土日

に対応ということを考えますと不足するということでの補正ということに

なります、ですから現在としましては、後ほど震災の関係での御説明の中

でさせて頂こうと思いましたが、一応、ある程度こちらの施設の状況の中

では３０％程、制限が出来ている状況にあります、ですからこれにつきま

しては、今後の対応を考えた中での補正ということでございます。以上で

す。 

議 長  その他ございますか。 

議 長  ないようでしたら、お諮りいたします。 

議案第２号の質疑を打ち切ることに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声） 

議 長  異議なしと認め、議案第２号の質疑は打ち切ります。 

続きまして、議案第３号 匝瑳市ほか二町環境衛生組合職員の育児休業
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等に関する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とすることに

御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声） 

議 長  異議なしと認め、議案第３号を議題といたします。 

議案の朗読を省略し、直ちに事務局長に内容の説明を求めます。 

事務局長  はい、議長。 

議 長  事務局長。 

事務局長  それでは、議案第３号匝瑳市ほか二町環境衛生組合職員の育児休業等に

関する条例の一部を改正する条例の制定についてということで、ございま

すが説明をさせて頂きます。 

子育てする職員の継続的な勤務を促進し、職員福祉を増進、行政の円滑

な運営に資することを目的として現在、制度が実施されているところでご

ざいます。 

職員の該当する範囲を拡大するという、今回の一部改正の内容につきま

して、各市町、構成市町の方でも一部改正が、すでに議会の方で承認をさ

れているということでございます。 

今回、当組合におきましてもこの議会におきまして提案をした次第でご

ざいます。以上でございます。 

議 長  はい、事務局長の説明が終わりました。 

直ちに、質疑を許します。 

御意見等は、ございますか。 

（「なし」の声） 

議 長  お諮りいたします。 

議案第３号の質疑を打ち切ることに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声） 

議 長  異議なしと認め、議案第３号の質疑は打ち切ります。 

続きまして、議案第４号 匝瑳市ほか二町環境衛生組合監査委員の選任



- 35 - 
 

についてを議題とすることに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声） 

議 長  異議なしと認め、議案第４号を議題といたします。 

議案の朗読を省略し、直ちに事務局長に内容の説明を求めます。 

事務局長  はい、議長。 

議 長  事務局長。 

事務局長  それでは、議案第４号匝瑳市ほか二町環境衛生組合監査委員の選任につ

いて、御説明させて頂きます。 

現在、議会選出の監査委員が任期満了に伴いまして、不在となっており

ます。 

このことから横芝光町議会議員、鈴木唯夫当組合議員について監査委員

としての選任を求めるものでございます。以上です。 

議 長  事務局長の説明が終わりました。 

本議案につきましては、人事案件でありますので、質疑等を省略するこ

とに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声） 

議 長  異議なしと認めます。 

以上で、議案に対する質疑を終結します。 

議 長  続いて、日程第９、討論に入ります。 

討論の申し出はございますか。 

（「なし」の声） 

議 長  お諮りいたします。 

討論の申し出がありませんので、討論を終結することに御異議ございま

せんか。 

（「異議なし」の声） 

議 長  異議なしと認め、討論を終結いたします。 

議 長  それでは、これより日程第１０の各議案の採決に入ります。 
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議案第１号 平成２２年度匝瑳市ほか二町環境衛生組合一般会計歳入

歳出決算認定について、原案のとおり認定することに賛成の方は、挙手を

願います。 

（全員が挙手） 

議 長  全員、賛成でございます。よって、議案第１号について、原案のとおり

認定することに決定いたしました。 

続きまして、議案第２号 平成２３年度匝瑳市ほか二町環境衛生組合一

般会計補正予算（第１号）について、原案のとおり決することに賛成の方

は、挙手を願います。 

（全員が挙手） 

議 長  挙手全員、全員、賛成でございます。よって、議案第２号について、原

案のとおり可決することに決定いたしました。 

続きまして、議案第３号 匝瑳市ほか二町環境衛生組合職員の育児休業

等に関する条例の一部を改正する条例の制定について、原案のとおり決す

ることに賛成の方は、挙手を願います。 

（全員が挙手） 

議 長  挙手全員、全員、賛成でございます。よって、議案第３号について、原

案のとおり可決することに決定いたしました。 

続きまして、議案第４号 匝瑳市ほか二町環境衛生組合監査委員の選

任については、人事案件でありますので、地方自治法第１１７条の規定に

より、鈴木唯夫議員の退席を願います。 

（鈴木唯夫議員、退席） 

議 長  ただちに採決に入ります。 

議案第４号 匝瑳市ほか二町環境衛生組合監査委員の選任について、原

案のとおり選任することに賛成の方は、挙手を願います。 

（全員が挙手） 

議 長  挙手全員、全員、賛成でございます。よって、議案第４号について、
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